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HULFT10 for Container Services：②導入手順編

◆プリセールスが新製品を触ってみた

こんにちは、HULFTプリセールス担当です。
プリセールスとは、様々な商談でお客様に製品の活用シーンをご紹介したり、お客様の要望を実現するために製品の活用
方法や最適なシステム構成を提案するなど、技術面からお客様をサポートする仕事です。

今回は、2024年リリース予定の「HULFT10 for Container Services」を触ってみた内容をまとめてみました。
①事前準備編
②導入手順編  ※本資料はこちらです。
③導入後のEFS設定編
④HULFT10 CLI転送編 ※本資料は、11月時点の検証内容ですので記載内容に変更がある可能性もあります。
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HULFT10開発者版について

◼ 公式マニュアル
https://www.hulft.com/help/ja-jp/HULFT-V10/index.htm

◼ 環境構成について

カテゴリ AWSサービス 備考

コンテナ Amazon ECS
HULFT10 for Container Servicesで動作するコンテナアプリケーションのオーケストレーション管
理を行う。

コンピューティング Amazon EC2 HULFT10 for Container Servicesで動作するコンテナを実行するワークロード。

データベース Amazon Aurora（MySQL） HULFT10 for Container Servicesで利用するデータ情報を格納する。

ネットワーキングとコンテンツ配信 Amazon VPC HULFT10 for Container Servicesで利用する仮想ネットワーク。

ネットワーキングとコンテンツ配信 Route53 HULFT10 for Container Servicesをインターネット上に公開するためのドメイン管理を行う。

ストレージ Amazon S3 HULFT10 for Container Servicesの監査ログを保持する。

ストレージ Amazon EFS
HULFT10 for Container Servicesの集配信のファイル格納先。HULFT10 for Container Servicesか
らアクセスポイントへマウントを行うため、事前に利用者側でアクセスできるように準備する必要
がある。

管理とガバナンス AWS CloudFormation HULFT10 for Container Servicesを構成するAWSリソースの構成管理を行う。

AWSコスト管理 AWS Marketplace
HULFT10 for Container Servicesを利用するためには、AWS Marketplaceで本サービスをサブス
クライブする必要がある。

https://www.hulft.com/help/ja-jp/HULFT-V10/index.htm
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ECS,AuroraDB,ALBを
HULFT10導入VPCにデプロイ

ルートテーブルや
セキュリティグループの設定

Route53でドメインとホストゾーン
の作成,ACM証明書発行,IAM作成

HULFT10環境構成について

①事前準備・設定

③EFS導入VPC設定

④CloudFormation2

②CloudFormation1

④CloudFormation2

新規VPC作成、ネットワーク設定、
既存VPCとPeering設定

②CloudFormation1

①事前準備・設定

③EFS設定

④

任意

大きく4つの設定プロセスにて
HULFT10環境を構築します

※詳細はHULFT10 マニュアルをご参照ください。

https://www.hulft.com/help/ja-jp/HULFT-V10/index.htm
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今回やること

◼ 導入手順
• AWS Marketplace

① 製品の検索

② ソフトウェアの設定

• CloudFormation Template1の実行

① スタックテンプレートの読み込み

② スタックの作成

③ スタックの詳細

④ オプションの設定

⑤ スタックのレビュー

⑥ テンプレートの実行

⑦ 実行後の確認

• EFS導入VPCの設定

① ルートテーブルの設定

② セキュリティグループの設定

• CloudFormation Template2の実行

① スタックテンプレートの読み込み

② スタックの作成

③ スタックの詳細

④ オプションの設定

⑤ スタックのレビュー

⑥ テンプレートの実行

⑦ 実行後の確認

• HULFT管理画面の起動とログイン

① HULFT10管理画面のアクセスURLの取得

② HULFT10管理画面ログイン用パスワードの取得

③ ログイン

• セキュリティグループの編集

① 管理画面に接続するためのアクセス許可

② 踏み台用EC2のアクセス許可

※ 本資料は、別資料「HULFT開発者版触ってみた：事前準備」で確認設定した内容を使用します。併せてご参照ください。

※ 各画面詳細は、今後変更になる可能性があります。
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AWS Marketplace
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① 製品の検索（1/2）

AWS Marketplaceから[製品を検出]を押下します。
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① 製品の検索（2/2）

「HULFT10」で検索し、[HULFT10 for Container Services]を選択します。
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② ソフトウェアの設定（1/3）

製品情報や価格、利用方法、サポートなどの情報を確認の上、[Continue to Subscribe]を押下
します。
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② ソフトウェアの設定（2/3）

EULA（ソフトウェア利用許諾契約）やAWSカスタマーアグリーメントなどの内容を確認の上、
[Continue to Configuration]を押下します。
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② ソフトウェアの設定（3/3）

[Fulfillment option]で「Deployment to ECS」を選択し、[Continue to Launch]押下します。
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CloudFormation Template1の実行
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① スタックテンプレートの読み込み

HULFT10を導入する新規VPCの作成とネットワークの設定、および既存VPCとのPeering設定を
行っていきます。[CloudFormation Template1]を押下し、スタックテンプレートを読み込みま
す。
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② スタックの作成

[テンプレートの準備]では「テンプレートの準備完了」を[テンプレートソース]では「Amazon 
S3 URL」を指定します。
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③ スタックの詳細（1/5）

◼ パラメータ一覧

パラメータ名 要否 説明

スタック名 必須 該当リージョン内で重複しない任意の名前。

01ResourceIdentifier 必須 該当リージョン内で重複しない任意の名前。リソース名やアクセス用のURLに使用される。

02VpcCIDR 必須 新規作成するVPCのCIDR。

05EfsPeeringVpcId 必須 EFS導入VPCのVPCID。

06EfsPeeringVpcCidr 必須 EFS導入VPCのCIDR。

14SourceIP1 必須 HULFT10 for Container Servicesに接続許可するIP。接続の制限をかけない場合は、0.0.0.0/0 を設定。

15SourceIP2 任意 HULFT10 for Container Servicesに接続許可するIP。

16SourceIP3 任意 HULFT10 for Container Servicesに接続許可するIP。

17PeeringVpcId 任意 HULFT8導入VPCのVPCID。

18PeeringVpcCidr 任意 HULFT8導入VPCのCIDR。

タグの指定 任意 作成されるリソースに付与されるタグ。

アクセス許可 必須 事前準備で作成した「Administrator Access」の権限を持つIAMロール。

その他オプション 任意 デフォルトのままで実行。

※ パラメータの詳細については、別資料「HULFT開発者版触ってみた：事前準備」をご参照ください。
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③ スタックの詳細（2/5）

今回、[スタック名]には任意の名前である「HULFT10-CFm1」を入力します。



16Copyright © Saison Technology Co., Ltd. All Rights Reserved.

③ スタックの詳細（3/5）

[スタックの詳細を指定]のページにて以下のパラメータを入力していきます。

任意のシステム名
※大文字は使用不可

事前準備で作成したEFSが
導入されているVPCID

新規作成する重複しない
VPCのCIDR
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③ スタックの詳細（4/5）

[スタックの詳細を指定]のページにて以下のパラメータを入力していきます。

事前準備で作成したEFSが
導入されているVPCのCIDR

HULFT10 for Container Servicesに接続許可するIP
「0.0.0.0/0]にしていますが、セキュリティ上適切に指
定する必要があります

HULFT8導入VPCのVPCID（任意）
EC2上のHULFT8との疎通をしたい場合に指定
することで自動でPeering設定がされます
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③ スタックの詳細（5/5）

[スタックの詳細を指定]のページにて以下のパラメータを入力していきます。

HULFT8導入VPCのCIDR（任意）
EC2上のHULFT8との疎通をしたい場合に指定
することで自動でPeering設定がされます
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④ オプションの設定（1/2）

タグは[キー]に「Name」を[値]に「CFm1」を入力します。

任意の名前
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④ オプションの設定（2/2）

[アクセス許可]に事前に作成した「hulft10_test_ts1」を指定します。

事前準備で作成した
CloudFormationの実行ロール
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⑤ スタックのレビュー

レビュー画面で入力内容を確認します。
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⑥ テンプレートの実行

チェックを付けて[送信]を押下して実行します。
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⑦ 実行後の確認（1/2）

完了したスタックの「出力」タブを開き、作成されたサービスを確認します。
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⑦ 実行後の確認（2/2）

[お使いのVPC] から「vpc-hulft-${01ResourceIdentifier}-ap-northeast-1」が作成されてい
ることを確認します。

※ AWSの仕様によりVPC作成時にdefault のセキュリティグループが自動的に生成されますが、使用はしておりません。
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EFS導入VPCの設定
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① ルートテーブルの設定（1/4）

EFSが導入されているVPCのサブネット上の通信が、ECSが稼働しているサブネットのIPにルー
ティングされるようにルートテーブルを設定する必要があります。

この値はルートテーブルの編集時にターゲットに
指定するため、控えておいてください
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① ルートテーブルの設定（2/4）

EFSが導入されているVPCのサブネットが使用しているルートテーブルを開きます。

事前準備で作成したサブネット
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① ルートテーブルの設定（3/4）

[ルートを編集]を押下します。
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① ルートテーブルの設定（4/4）

CloudFormationを実行する際に[02VpcCIDR]として指定したIP（新規作成したVPCのCIDR）
を送信先に指定します。ターゲットに、出力タブで[VPCPeeringConnectionEFS]として表示さ
れていたIDを指定します。

[02VpcCIDR]として指定したIP
（新規作成したVPCのCIDR）

VPCPeeringConnectionEFS
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② セキュリティグループの設定（1/2）

EFSが導入されているVPCのネットワーク設定で使用しているセキュリティグループを開きます。
[インバウンドのルールを編集]を実行します。
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② セキュリティグループの設定（2/2）

タイプに「すべてのトラフィック」を指定します。ソースにカスタムを指定し、
CloudFormation1の実行で[02VpcCIDR]に指定したIPを入力して[ルールを保存]します。

新規作成したVPCのCIDR
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CloudFormation Template2の実行
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① スタックテンプレートの読み込み

CloudFormationスタックテンプレートを読み込みます。
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② スタックの作成（1/2）

[テンプレートの準備完了]では「テンプレートの準備完了」を指定します。
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② スタックの作成（2/2）

[テンプレートソース]では「Amazon S3 URL」を指定します。
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③ スタックの詳細（1/5）

◼ パラメータ一覧

パラメータ名 要否 説明

スタック名 必須 該当リージョン内で重複しない任意の名前。（別の名前にする必要あり）

01ResourceIdentifier 必須 Template1で指定したものと同様の名前。

03ImageId 必須 事前準備で取得したEC2に使用するAMIのID。

04EfsId 必須 EFS導入VPCのEFSID。

07DesiredCount 必須 ECSタスクの起動数。（基本デフォルト）

08EC2InstanceType 必須 EC2のインスタンスタイプ。RAMが2GB以上（t3.small以上）のマシンタイプを選択。

09ScalingDesiredCapacity 必須 オートスケーリングでのEC2インスタンス起動数。

10ScalingMaxSize 必須 オートスケーリングでのインスタンス最大起動数。

11ScalingMinSize 必須 オートスケーリングでのインスタンス最小起動数。

12DomainName 必須 事前準備でRoute53にホストゾーンとして登録したドメイン名。

13HostZoneID 必須 上記のドメインを使用しているホストゾーンID。

19KeyName 必須 事前準備で用意したEC2インスタンスに使用するキーペア名

タグの指定 任意 作成されるリソースに付与されるタグ。

アクセス許可 必須 事前準備で作成した「Administrator Access」の権限を持つIAMロールを指定。

その他オプション 任意 デフォルトのままで実行。

※ パラメータの詳細については、別資料「HULFT開発者版触ってみた：事前準備」をご参照ください。
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③ スタックの詳細（2/5）

[スタック名]に任意の名前の「HULFT10-CFm2」を入力します。
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③ スタックの詳細（3/5）

[スタックの詳細を指定]のページにて以下のパラメータを入力していきます。

デフォルトの値を使用
CloudFormation Template1
で指定した任意のサービス名

事前準備で作成した
ファイルシステムのEFSID

今回はデフォルトの値を使用して
いますが、自由に変更可能です。
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③ スタックの詳細（4/5）

[スタックの詳細を指定]のページにて以下のパラメータを入力していきます。

今回はデフォルトの値を使用して
いますが、各パラメーターは自由
に変更可能です。
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③ スタックの詳細（5/5）

[スタックの詳細を指定]のページにて以下のパラメータを入力していきます。

事前準備で作成したキーペア

事前準備で作成したドメイン

事前準備で作成したホストゾーン
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④ オプションの設定（1/3）

タグは[キー]に「Name」を[値]に「CFm2」を入力します。

任意の名前
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④ オプションの設定（2/3）

[アクセス許可]に事前に作成した「hulft10_test_ts1」を指定します。

事前準備で作成した
CloudFormationの実行ロール
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④ オプションの設定（3/3）

[次へ]を押下します。
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⑤ スタックのレビュー

レビュー画面で入力内容を確認し、
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⑥ テンプレートの実行

チェックを付けて実行します。
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⑦ 実行後の確認

完了したスタックの「出力」タブを開き、作成されたサービスを確認します。
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HULFT管理画面の起動とログイン
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① HULFT10管理画面のアクセスURLの取得（1/2）

CloudFormation Template2の実行後、[出力]タブの「ControlURL」の値を確認します。

システム名 ドメイン名
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① HULFT10管理画面のアクセスURLの取得（2/2）

ControlURLとして表示されていたURLにアクセスすることでHULFT管理画面が起動します。
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② HULFT10管理画面ログイン用パスワードの取得（1/3）

CloudFormationの実行後、[出力]タブの「ControlRootPassword」の値を確認します。
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② HULFT10管理画面ログイン用パスワードの取得（2/3）

AWS Secrets Managerのシークレットから[ControlRootPassword]の値を選択し、
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② HULFT10管理画面ログイン用パスワードの取得（3/3）

rootユーザーのパスワードを取得します。
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③ ログイン

[ユーザーID]に「root」、[パスワード]に先ほどのSeacret Managerで取得したパスワードを入
力することでログインできます
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アクセス許可設定（セキュリティグループの編集）



55Copyright © Saison Technology Co., Ltd. All Rights Reserved.

① 管理画面に接続するためのアクセス許可（1/4）

管理画面に接続するためのアクセス許可をEC2SecurityGroup10で設定します。
導入時には以下で指定したIPからのアクセスを許可しています。

- 14SourceIP1

HULFT10 for Container Servicesに接続許可するIPを指定します。接続の制限をかけない場合は、
0.0.0.0/0 を設定します。

- 15SourceIP2

HULFT10 for Container Servicesに接続許可するIPを指定します。

- 16SourceIP3

HULFT10 for Container Servicesに接続許可するIPを指定します。
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① 管理画面に接続するためのアクセス許可（2/4）

セキュリティグループの論理IDと物理IDは以下の手順で確認できます。
1. CloudFormation Template1の実行スタックのリソースを開きます。

2. 論理IDNetwork1でネストされたスタックのリソースを開きます。

3. 論理IDSecurityGroup1でネストされたスタックのリソースを開きます。
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① 管理画面に接続するためのアクセス許可（3/4）

「インバウンドルール」タブを選択し、「インバウンドのルールを編集」を押下します。
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① 管理画面に接続するためのアクセス許可（4/4）

「ルールを追加」を押下し、グローバルIPを入力して「ルールを保存」を押下します。
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② 踏み台用EC2のアクセス許可（1/5）

外部から接続するEC2インスタンスを作成するときに使用するEC2SecurityGroup2の編集を行い
ます。すべての通信を許可しているため、踏み台用EC2などを使用しない場合はルールを削除し
ます。

HULFT10が使用しているEC2および、Amazon Aurora（MySQL）はプライベートサブネットに作成されます。
このため、外部から直接アクセスすることはできません。
HULFT10の導入時に作成された以下のリソースを使用して、外部からアクセスできる環境にEC2（踏み台用
EC2）を作成してください。

➢ サブネット：EC2PublicSubnet4
➢ セキュリティグループ：EC2SecurityGroup2

外部からEC2（踏み台用EC2）を経由して、HULFT10が使用しているEC2および、Amazon Aurora（MySQL）
にアクセスできるようになります。

踏み台用EC2の作成
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② 踏み台用EC2のアクセス許可（2/5）

セキュリティグループの論理IDと物理IDは以下の手順で確認できます。
1. CloudFormation Template1の実行スタックのリソースを開きます。

2. 論理ID Network1でネストされたスタックのリソースを開きます。

3. 論理ID SecurityGroup1でネストされたスタックのリソースを開きます。
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② 踏み台用EC2のアクセス許可（3/5）

「インバウンドルール」タブを選択します。
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② 踏み台用EC2のアクセス許可（4/5）

「インバウンドのルールを編集」を押下します。
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② 踏み台用EC2のアクセス許可（5/5）

ルールを削除して「ルールを保存」を押下します。これをアウトバウンドルールにも行います。
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